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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
門
は
廣
義
に
お
け
る
哲
畢
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

ω
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
嚢
行
ず
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

臼
　
随
時
研
究
會
を
開
く

｝
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
貫
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
實
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
丁
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

「
、
本
丁
は
官
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
下
校
・
圖
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
盟
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

［
、
曾
員
は
一
図
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
代
を
含
む
）

を
前
納
す
る

、
三
三
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
＾
曹
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
交
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る
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京
都
哲
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會
公
開
講
演
會
豫
告

日

時
　
　
十
一
月
三

日

（
火
）
午
後
一
時
牟

悪
場
　
京
都
大
學
文
學
部
第
七
講
義
室

一、

g
艦
と
實
存

京
都
女
子
大
學
教
授
田

中

英

三

一、

`
ベ
ッ
ト
人
の
傅
え
る
経
量
部
の
思
想

O
　
　
O
　
　
・

京
都
大
學
助
教
授
　
御

牧

克

己

（
順
不
同
）

XXX
右
終
了
後
楽
友
會
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
會
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
會
費
約
四
千
圓
）

所
贋
機
關
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
學
會
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

當
分
の
間
、
本
學
會
公
開
講
演
會
は
毎
年
十
一
月
三
日
、
京
都
大
學
文
學
部
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

昭
和
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九
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こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
若
干
の
検
討
を
他
所
で
試
み
た
。

　
『
中
部
哲
学
会
会
報
』
昭
和
6
0
年
度
、
第
1
8
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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茶
の
の
み
ぶ
り
を
観
察
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
生
宅

で
お
茶
が
出
さ
れ
る
と
、
す
ば
や
く
私
が
お
茶
を
い
た
だ
い
て
し
ま
っ
た

の
で
、
「
君
は
聞
い
て
来
ま
し
た
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
笑
顔
を
な
さ
っ

た
。　

い
た
だ
い
た
原
稿
に
は
句
読
点
と
改
行
が
比
較
的
多
か
っ
た
。
校
正
の

時
、
印
刷
所
で
の
少
々
の
、
蒔
に
は
十
数
字
の
脱
字
を
、
た
や
す
く
訂
正

す
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
や
が
て
気
づ
い
た
こ
と
で
あ

る
。　

も
う
ひ
と
り
な
つ
か
し
い
思
い
出
の
あ
る
執
筆
者
は
、
哲
学
科
で
同
期

の
山
田
晶
氏
で
あ
る
。
当
時
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
研
究
を
『
哲
学
研
究
』

に
連
載
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
京
大
に
近
い
下
宿
に
た
び
た
び
訪

ね
て
い
っ
た
。

　
昭
和
十
九
年
の
秋
に
、
私
は
哲
学
科
を
卒
業
し
た
。
今
年
で
四
十
年
間

春
秋
を
経
た
こ
と
に
な
る
。
私
の
研
究
の
出
発
点
が
シ
ラ
ー
の
美
的
教
育

論
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
も
い
、
シ
ラ
ー
の
歓
喜
の
う
た
を
歌
い
つ
つ
、
近

く
七
十
周
年
を
迎
え
る
京
都
哲
学
会
の
今
後
の
発
展
と
『
哲
学
研
究
』
の

益
々
の
充
実
を
祈
ろ
う
。
　
（
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
稿
）

　
　
　
　
　
　
（
筆
者
お
だ
・
た
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
斯
大
学
教
育
学
部
〔
教
育
学
〕
教
授
）

　
〔
編
輯
者
後
記
筆
者
の
小
田
武
教
授
は
『
哲
学
研
究
』
の
編
輯
を

　
第
三
六
五
号
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
日
発
行
）
か
ら
第
三
九
二
号

　
（
同
二
十
五
年
四
月
一
日
発
行
）
ま
で
担
当
さ
れ
た
。
本
京
都
哲
学
会

　
は
さ
き
に
第
五
百
五
十
号
の
刊
行
を
祝
し
た
の
で
、
草
創
七
十
年
の
た

　
め
に
特
別
の
行
事
は
挙
行
し
な
か
っ
た
が
、
同
教
授
の
こ
の
回
想
録

回

想

を
以
て
、
創
業
以
来
七
十
年
の
歴
史
の
一
端
を
偲
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
〕
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依
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ゲ
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フ
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ヒ
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道
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お
け
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自
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三
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・
・
阿

〔
討
議
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情
報
の
物
理
学
と
哲
学
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…
・
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品
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庭
健
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答
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i
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義
　
　
右

瀬

明

部
　
　
典
　
　
子

川
　
　
嘉
　
　
也

一
四
一



會

告

「
、
本
會
は
臨
海
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
匠
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
會
（
振
替
口
座
京
都
ニ
ー
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
寸
寸
数
寸
分
）
を
お
彿
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
螢
彊

に
關
す
る
「
切
は
東
京
都
千
代
田
匠
｝
番
町
【
七
番
地
創
文

枇
（
振
替
口
座
策
京
ニ
ー
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

、
実
員
の
皇
居
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
曾
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

京京都
都都

大士哲
學左

縄學
部吉
内va會

昭
和
六
十
二
年
九
月
十
五
日
印
瑚

昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
日
畿
行

編
輯
代
表

蛮編

行輯

人事

編
輯
担
当

濱水影京豪
　　　　大
野垣井都 P
　　　哲内

廷
研

三渉修會

印　　　　費
犀l」　　　捌
所　　　　馬

糞麗肇久江
劉1離塁
関株1京歴
早式藷理文
1影野覧肚

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

「
、
會
員
以
外
の
購
譲
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
杜
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料

六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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行
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